
平成20年10月27日（月）  

16時00分～18時00分  

中央合同庁舎5号館 9階 省議室  

第1回 終末期医療のあり方に関する懇談会  

議 事 次 第  

1．平成19年度「終末期医療に関する調査」結果報告  

2．調査結果についての検討1議論  

3．その他  

（配付資料）   

資料1・11これまでの経緯   

資料2・・イ終末期医療に関する調査」概要   

資料3‥・「終末期医療に関する調査」結果  

参考1・＝「終末期医療に関する調査」調査票  

参考2・・・終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン本編・解説編（厚生労働省）  

参考3■■t終末期医療のあり方について－亜急性型の終末期について－（日本学術会議）  

参考4＝一医師の職業倫理指針［改訂版］【抜粋】（日本医師会）   



終末期医療のあり方に関する懇談会  

開催要綱  

医政局総務課  

平成20年10月  

1．目的   

患者の意志を尊重した望ましい終末期医療のあり方について検討を行うた   

め、終末期医療のあり方に関する懇談会を開催する。  

2．検討事項   

（1・）終末期医療の現状の問題点と課題を整理し、望ましい終末期医療のあ  

り方を検討   

（2）国民、医療従事者及び介護・福祉施設職員の終末期医療に関する意識  

調査とその検討   

（3）関係者からのヒアリングを実施  

3．構成員   

厚生労働大臣及び有識者により構成される（有識者については、別紙の通り）。  

4．運営  

本会議の庶務は、厚生労働省医政局で行う。  

議事は公開とする。   



終末期医療の検討に関する  

これまでの経緯   



終末期医療のあり方について①  

「ニ＝＝＝  
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i 室 ○  

これまでの経緯  

座   長  
末期医療に関するケアの在り方の検討会（昭和62年～）     彦 （東京大学医学部教授：当時）  

森岡 恭   
主なテーマ  ・末期医療の現状  

・末期医療のケア  
・施設、在宅の末期医療  
t国民の理解  

調査の方法   文献調査  
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○ 末期医療に関する意識調  
座  長   末舛 恵一  
主なテーマ   ■国民意識の  

（
 ヒ 封  

り方  ・末期医療のあ  
1治療方針等の決定  
・医療従事者、患者の意識の差  

調査の方法 アンケート調査（末期医療に関する意識調査）  
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終末期医療のあり方につい て②  
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2終末期医療に関する調査等検討会（平成14年～）（概要）  
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○ 終末期医療に関する意識調査等検討会（平成14年～）  

座   長  町野 朔 （上智大学法学部教授）  

主なテーマ  ・患者に対する説明と終末期医療の在り方  

意思の確認  ・患者の  

・医療現場の悩み  

・末期状態における療養の場所  

調査の方法  アンケート調査（終末期医療に関する調査）  

○ 検討会の開催状況  
平成14年10月に第1回目を開催し、平成15年2月から3月に  

かけて意識調査を実施。  

平成16年7月に報告書を取りまとめるまでに、計7回にわたり検  
討会を開催。  
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終末期医療のあり方について③  
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3終末期医療に関する調査等検討会報告書（概要）  

① 終末期医療に対する関心   

終末期医療に対する関心は、一般国民、医師、看護職員、介護施設職員のいずれに  
おいても、年齢によらず、また、どの年齢層についても高い。  

② 終末期医療の在り方   
自分が痛みを伴う末期状態（死期が6か月程度よりも短い期間）の患者になった場  

合には、単なる延命医療をやめることには肯定的であるが、積極的な方法で生命を短  
縮させる行為は許容できないというのが、国民の間でほぼ一致していると考えられる。  

③ 
りによる生前の意思表示）の考え方に「賛成する」という  回

 
 答は過半数となっており、書面で自分の意思を明示しておくというリビング・ウイル  

の考え方が国民の間に受け入れられつつあると考えられる0   

しかしながら、書面による本人の意思表示という方法について、「そのような書面  
が有効であるという法律を制定すべきである」とする国民は、半数を下回っている。  

意向は尊重  何らかの形で自己の終末期医療について意思を表明した場合には、その人の  
されることが重要であり、このような考え方が社会の大きな流れになって医療現場に定着して  
ゆくことが大切。   
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終末期医療に関する調査等検討会報告書（概要）  
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④ 医療現場の悩み  
延命のための医療行為を開始しないこと（医療の不開始）や、行っている延命のた  

めの医療行為を中止すること（医療の中止）に関して、 どういう手順を踏んで決定す  

るのが妥当なのか、どのような行為が合法なのか判断基準が明らかでなく、医師が悩  

む場面は多い。   

終末期における望ましい医療の内容は、専門学会、医療機関、医師会等が協力して  
ガイドラインを作成し、その昔及を図っていくことが考えられなければならない。  

⑤ 終末期医療体制の充実について  

適切な終末期医療の普及のために今後充実していくべき点として、医師看護師等は、  
共通して、①「在宅終末期医療が行える体制づくり」、②「緩和ケア病棟の設置と拡  
充」、③「患者、家族への相談体制の充実」、④「医師一看護師等医療従事者や、介  
護施設職員に対する、卒前・卒後教育や生涯研修の充実」を挙げており、これらの施  
策を進めていくことが必要。  
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終末期医療の決定プロセスのあり方についての検討経緯  

昭和62年以降概ね5年おきに4回にわ  終末期医療のあり方については、   
たって検討し、終末期における医療のあり方や、書面による生前の意思表示  
（リビング・ウイル）等について検討を行ってきたが、国民のコンセンサスが得  
られていないところ  

回のガイド 

平成18年3月に報道された、富山県射水市民病院における人工呼吸器取  
り外し事件を契機として、「尊厳死」のルール化の議論が活発化したことから、  
現時点において、コンセンサスの得られる範囲に限ったルール作りを進める  
こととし、平成18年9月に、厚生労働省として、患者の意思の確認方法や治  
療内容の決定プロセスに限った、ガイドライン（たたき台）を公表  

旦剋ライ りまとめの鹿屋  ン取  

平成19年1月より3回にわたり検討会を開催し、ガイドライン（たたき台）を  
基に し、4月9日におおむね合意  
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ガド‾ ンのポイ主上  

◇今回のガイドラインは、コンセンサスの得られる範囲に限った、終末期医療   
の決定プロセスに関して取りまとめたもの  

◇「終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン」は本編と解説編の二   

部構成  

（主な内容）  

・適切な情報の提供と説明に基づいて患者が医療従事者と話し合いを行い、  
患者本人による決定を基本とする  
・終末期医療の内容は、医師の独断ではなく、医療・ケアチームによっでl真重  
に判断する  

セスに関するガイドライン」を関係者に対し周  今後、「終末期医療の決定プロ   
知  

なお、終末期の定義や、終末期における医療のあり方、法的責任のあり方な  
どの終末期医療に関する諸問題については、国民に対する意識調査をはじめ 、  

引き続き検討を行っていく  
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l 

1趣旨  
本検討会は、回復の見込みのない末期状態の患者に対する意思確認の方法や医療内   

容の決定手続きなどについての標準的な考え方を整理するために設置するものである。  
なお、本検討会においては、平成18年9月15日に厚生労働省が発表した「終末期医療   

に関するガイドライン（たたき台）」を基に、国民からの意見募集等の状況を踏まえて、幅広   
く議論を行っていくこととしている。  

座長）50音順、敬称略   
東北福祉大学教授   

社団法人日本病院会 副会長   

学習院大学法務研究科教授   

仙台往診クリニック院長   

社団法人全日本病院協会 常任理事   

東京大学大学院法学政治学研究科教授   

社団法人日本精神科病院協会 副会長   

医療法人東札幌病院MSW課長   
社団法人日本薬剤師会 常務理事   

社団法人日本看護協会 常任理事   

東京大学大学院法学政治学研究科教授   

社団法人日本医療法人協会 副会長   

社団法人日本医師会 副会長   

読売新聞東京本社編集局解説部次長  

A未  
（○   

岩渕 勝好   

大井 利夫   

沖野 眞巳   

川島 孝一郎   

木村 厚   

佐伯 仁志   

谷野 亮爾   

田村 里子   

土屋 文人   

永池 京子  
○樋口 範雄   

日野 頒三   

宝住 与一   

両 砂  
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○ 平成19年1月  
○ 平成19年3月  
○ 平成19年4月  



「終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン」  

における手続きの流れ（イメージ図）   

患者の意思が  
確認できない場合  
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「終末期医療に関する調査」概要   



「終末期医療に関する調査」  について  平成20年   

平成20年3月実施   

象数と回刃   文数：  

対象数   回収数   回刃  又率（％）   

＿l几  5000   2，527   50．5   
一■■l1－－■■■■－－■■－■－－－－t■■■l1－■■   

（うち70歳以上）  
（457）  

医自   市  3，201   1，121   35．0   

看確師  4，201   1，817   43．3  

介護  2，000   1，155   57．8   

苫   十  14，402   6，620   46．0  

査、無作為抽出による  郵送   
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1終末期医療への関心  

終末期医療について、①大多数の国民が感心を持ち、②医療関係者  
は、一般国民に比して関心は高い。  

＝ 1  0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 0  

＝ 1 5  

＝ 2 （⊃  

＝ 1 （二）  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

0％  20％  

⊂コ ヲ巨常ー＝二間′L、カモある  
Eヨ あヨE り 関′L、カヾなしヽ  

区ヨ 舞拝【巨】答  

40％  100％   

固 まあ関′D力ヾある  

【Ⅱ】lまとんど （全＜） 関′b力てなしヽ  



70歳以上で、終末期医療に関心を持つ者は72％である。  

L  

70歳以上  

全年齢  

409も  60％  80bぅ  100ココ   
0％  20％  

「▼一 【  

□非常に関心がある因少し関心がある日あまり関心がない皿ほとんど（全く）関心がない□無回答  
、
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提供・告知  2生針医療・療養に関する情報  

前回（平成15年）と同様、大多数の国民が自分の病名や見通し（治療  
期間、余命）について知りたいと思っている。  

H 1 5  

H 2 0  

H1 5  

H 2 0  

H 1 5  

0－3  
H 2 0   

100％  

5   



70歳以上で、自分の病名や見通し（治療期間、余命）について知りたい  
者は65％である。  

70歳以上  

全年齢  

」∴h．．⊥．．≠」＿‥．‥． ．．‥      、 ＝知りたい≡貢コリたくないこわからない二寮ヨ挙   
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3リビングウィル  

リビングウイル（予め意思を書面にし、終末期にはそれに従って治療方  

針を決定）の考え方に賛成する者は多く、増加傾向にある。  

巨二二二童±   
苧 

H15 

＝2（＝）  

㊨㊧⑬や庵  6．Cl  

12＿6  2－5 2－3   
㊦⑯車＠示威  

7．3  

13．1   1．8  

＝20  

＝1（：）  

＝1 5  

＝20  

＝1 5  

＝2⊂）  

0％  

Eコ 賛成する  

100％  

田患者の意思の尊重としヽう考え方lこ－ま賛成するカヾ、書面l＝までする必要カキなし、  
Eヨ賛成できなしヽ  
正Ⅲその他  

1［コわ力ヽらなしヽ・発露【亘】答   



70歳以上で、 リビングウイル（予め意思を書面にし、終末期にはそれに  
従って治療方針を決定）の考え方に賛成する者は42％である0  

21．7  
70歳以上  

州＿【〝．〟－〝〝・・′▼－－・一間－・－・・・′■′・・■■■…・－・・′・一…－・」  

30％  4        0％  50％  60％  70％  80％  90％   10   
09′ふ  10％  20％  

全年齢  

自賛成できない皿その他口わからない億回答弓  ロ賛成する国賛成するが、書面にするまで必要ない   
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リビングウィルに賛成する者のうち、法整備を求める者は34％（医療従事者  
は54％）、求めない者は62％（医療従事者は44％）と意見が分かれている 。  

ト11（：）  

理  
＝15  

＝2⊂）  

＝1（：）   

陪 観 ＝15  

＝2（＝）  

0％  20％  40％  60％  80％  

盲吏わよ与な二毒＝面が有効であるとし、う法律を制定す⊥ぐ善－さある   

田（＝10）医白市カヾその希望を尊二重＝して治療万金十を決烹巨すれ一まよしヽ   
（＝15－20）法律を制定しな＜てもー医白市カヾ家族と不日言炎の」ニその希望を  

尊ニヨ宣して王台療方金十を決定  
E∃ そのイ也  

100％  

r   ／  

【Ⅱ］わカヽらなしヽ・無回答   
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70歳以上で、リビングウイルに賛成する者のうち法整備を求める者は29％  
である。  

70歳以上  

全年齢  

口法律を制定すべき  

国法律を制定しなくても医師が家族と相談の上その希望を尊重して治療方針を決定する  

冒その他  

□わからない・無回答   
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4－1終末期医療内容の決定  

リビングウイルの書面の内容について、医師が尊重すると思う一般国民は約  
40％であるのに対し、医師は80％以上が尊重するとしており、帝離がみられる。  

＝ 1 5  

＝ 2 （二）  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

100％  

盲
い
尊
る
 
窮
鳥
 
 

善
を
な
況
 
 

ざ
 

う
思
の
 
な
 
 

漕
は
時
他
ら
答
 
 

亨
つ
う
の
の
か
回
 
 

盲
そ
そ
そ
そ
わ
無
 
 

占
讐
慧
岩
コ
四
 
 

と思う （尊重せざるを得なし、）  
重しなしヽ）  

しヽ  

11   



認できなかった場合、家族・後見人の（延命治療  事前に本人の意思が確  

中止の）意思を本人の意思の代わりとして治療方針を決定することに58％  

（医師は72％）が賛成である。  

H I Cl  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 Cl   

陪
観
 
 

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 0  

＝ 1 5  

＝ 2 Cl  

H 1 5  

＝ 2 0  

12   



治療の  4－2 終末期   

自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった場合、延命医療を望ま  
ない者が多い。  

＝ 1 1二）  

＝ 1  5  

＝ 2 0  

＝ 1 0  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 0  

＝ 1  5  

＝ 1  5  

＝ 2 ⊂）   

13  



合延命  70歳以上で、自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった場  
医療を望まない者は72％である0  

70歳以上  

全年齢  

【▲▼＿＿‥一－【一－一一－－一 ーーーーー√一一－一 －一一－－r一■‾▲【【－▼肝一【‾  

Lノー・一 i□延命医療を望む団どちらかというと延命医療は望まない日延命医療を望まない皿わからない□無回答                  「‾＿‾＿‾‾’．‾－ － －－＝・・ ‾ －      ‾   
14   

．」  



自分が脳血管障害や遷延性意識障害の患者になった場合は、延命医療  
を望まない者の割合は、末期状態よりもさらに多い。  

国どちらかというと延命医療は望まない  

Ⅷわからない   

□延命医療を望む  

日延命医療は望まない  

田無回答  

15  



和ケア、自然に死期迎えるケ  余命6ケ月以内の医療については、  
ァの順に希望しているが、後者の割合が年々増加傾向にある。   

＝ 1 0  

＝ 1 5  

＝ 2 ⊂〉  

＝ 1 5  

＝ 2 0  

＝ 1 5  

魂
旧
町
 
 ＝ 2 0  

禦
 
 

【
■
 
 
 
－
－
－
－
－
～
－
i
l
 
 
 
 
－
 
 
 
 
－
 
1
－
－
－
1
 
．
 
 

＝ 1 5  

＝ 2 C〉  

100％  0％  

「一・一【 一－‾‾‾∴■  

1日痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげることに重点をお＜方法  

法  

にⅢわ力ヽらなしヽ  

E：】無回答  

16   



5 療養及び看取りの場所  
場合、療養の場として63％  自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった  

和ケア・医療機関を希望している。  が自宅を、看取りの場として80％が  
0．9 0＿5   

＝ 1 0  

＝ 1  5  

＝ 2 0  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

由なるこく＜早＜今ま二二さ通っテ≦（史rま現在入院中の）医療虚聞l二入院  
し一たしヽ  

田なるべ＜早＜緩手口ケア病棟（終末期lニおlナる症］犬を手口ら【ずること  
を目的と した病棟）l二入院し′たしヽ  

Eヨ 自宅で療養して、必要lこなれlまそれまでの医療機関lニ入院したしヽ  

Ⅲ 自宅で療養して、必要l＝なれl∃三緩手口ケア病棟l二入院したしヽ  

巴コ 自宅で最後まで療養L′たしヽ  

Ⅰコ専Pヨ自勺医療機関 （カモんセンターなど） で積年垂自勺l二治療を受lナたしヽ  

匠召老人ホームl＝入所したしヽ   

国 そのイ也   

ロわ力ヽらなしヽ   

幽 無回答  

1ア   



場合、66％の国民が  自分が余命6ケ月以内の末期状態の患者になった  

最期まで自宅での療養は実現困難と考えている。  

H 1 5  

H 2 0  

H 1 5  

H 2 0  

H 1 5  

H 2 0  

100％  

口実現可能である 由実現困難である 畠わからない田無回答 

18  



自宅で最期まで療養することが実現困難な理由（複数回答）  

（％） 90「   



「終末期医療に関する調査」結果  

本調査について   

結果  

（1） 終末期医療に対する関心  

（2） 病名や病気の見通しについての説明 ＝・＝・・・t・・・・・・・・・・‥・  

（3） 治療方針の決定  10  

（4） 死期が迫っている患者に対する医療のあり方 ＝＝1‥‥・・・＝・  11  

（5） 遷延性意識障害の患者に対する医療のあり方  25  

（6） 脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した患者に  
対する医療のあり方  ‥……・＝・・・＝＝・＝・・・＝・＝・  

（7） リビング・ウィルと患者の意思の確認方法 ＝……‥＝…・＝  

（8） 終末期医療に対する悩み、疑問 ・‥‥・・・‥・‥‥・…・・・・  

（9） 終末期における療養の場所  

1）死期が迫っている患者  

2）脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した患者・・  

（10） がん療病治療法とその説明  

（11） 終末期医療体制の充実  91  

調査票と結果の対照表  108   



本調査について  

（1）調査目的  

○患者の意思を尊重した望ましい終末期医療のあり方について検討する際に、議論の参考と  

するために実施。  

（2）調査対象及び客体  

○前回（平成15年）の調査と同様、】般国民、医師、看護職員及び介護施設職員（介護老人  
福祉施設の介護職員をいう。以下同じ。）を対象に意識調査を実施した。調査客体の数は  

計14，402人（前回13，794人）であった。  

○一般国民  

● 全国の市区町村に居住する満20歳以上の男女から5，000人を層化二段無作為抽出  

法にて抽出し、客体とした。  

● 各地点の標本数が22～39程度となるように国勢調査区（平成17年）から150地点を無  

作為に選んだ。  

●150国勢調査区の住民基本台帳から客体を無作為に選んだ。  

○ 医師、看護職員  

● 病院・診療所・緩和ケア病棟の医師3，201人と病院・診療所・緩和ケア病棟・訪問看  

護ステーション・介護老人福祉施設の看護職員4，201人を客体とした。  

● 病院については、全国から1，000施設を無作為に選び、各施設で医師2人と看護職  

員2人を選定した。  

● 診療所については、都道府県ごとに23施設、計1，081施設を無作為に選び、各施設  

で医師1人、看護職員1人を選定した。  

● 緩和ケア病棟は、全国120施設の全数を対象とし、各施設で医師1人と看護職員1人  

を選定した。  

● 訪問看護ステーションについては、全国から500施設を無作為に選び、各施設で看護  

職員1人を選定した。  

● 介護老人福祉施設については、全国から500施設を無作為に選び、各施設で看護職  

員1人を選定した。  

● 各施設内の調査対象者の選定は各施設に任せた。   
○介護施設職員  

● 介護老人福祉施設については、全国から2，000施設を無作為に選び、各施設で介護  

職員1人を選定し、2，000人を客体とした。  

● 各施設内の調査対象者の選定は各施設に任せた。  

（3）調査期間  

○平成20年3月  

（4）調査項目  

○調査項目については、以下のとおりである。調査対象者の意識の変化が把握できるように  

2  

礪   



前回調査に沿う内容としたが、「終末期における療養の場所」について、従来の「死期が迫  

っている場合」に加え、「脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した場合」を加え  

たほか、具体的な延命医療の中止の時期や内容等の質問を加えた。  

（1）終末期医療に対する関心  

（2）病名や病気の見通しについての説明  

（3）治療方針の決定  

（4）死期が迫っている患者に対する医療のあり方  

（5）遷延性意識障害の患者に対する医療のあり方  

（6）脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した患者に対する医療のあり方  

（7）リビング・ウイルと患者の意思の確認方法  

（8）終末期医療に対する悩み、疑問  

（9）終末期における療養の場所  

1）死期が迫っている患者  

2）脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した患者  

（10）がん痺痛治療法とその説明  

（11）終末期医療体制の充実  

（5）調査の方法  

○郵送法  

（6）結果の集計及び集計客体  

．0調査対象者数、回収数は表のとおりであり、回収率は46．0％であった。  

表   「終末期医療に関する調査」回収結果  

対象者   対象施設   調査人数（人）  回収数（人）  回収率（％）   

一般国民  5，000（5，000）  2，527（2，581）  50．5（51．6）   

医 師   計   3，201（3，147）  1，121（1，363）  35．0（43．3）  
病院   2，000（2，000）  

1，081（1，034）  診療所  

緩和ケア   120（113）   

看護職員   計   4，201（3β47）   1－817（1，791  43．3（49．1）  

病院   2，000（2，000）  

1，081（1，08り  診療所  

120（113）  緩和ケア  

500（500）  訪問看護ステーショ  

500（－）   介護老人福祉施設  

介護施設職  介護老人福祉施設   2，000（2，000）   1，155（1，253  57．8（62．7）   

総 計  14，402（13，794）  6，620（6，988  46．0（50．7）   

注）  （  ）内は前回調査結果   



結果   

（1）終末期医療に対する関心  

【問1】  

近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死▼j「リビングウイル（書面による生前の意思表示）」など  

の問題が話題になっていますが、あなたはこれらのことに関心がありますか。（○は1つ）  

【   亡粥  

噂 H15 jl   

5
 
 

1
 
 
 

H
 
 
 

塩
幽
 
 

1  H20  

Hl O  

湘 描 H15  

H15  

潮   
芸  

ト  
H 2 0  

「一面軒三面石森ある   

日あまり関心がない  

【＿1無回答  

因まあ関心がある  

皿ほとんど（全く）関心がない   



【問1補潤】  

肺＝で＝㌧町．糾二間′L、がある」r2真あ関心がある」をお選びの方に）あなたは、「安楽死」、「尊厳死」、  

＝ノビングウィル（書面による／上前〔7て）意思表示）」などの終末期に関する問題に関して、自分自身がど  

の程度知っているとお考えですかく）（○は1つ）  

60％  80％  40％  20％  

□非常に関心がある  

日あまり関心がない  

l二」無回筈  

囲まあ関心がある  

Ⅲほとんど（全く）関心がない  

5   



【問2】  

ぁなたご自身が治る見込みがない病気になった場合、その病名や病気の見通し（治療期間、余命）につ  

いて知りたいとお考えになりますか。（○は1つ）  

望
－
 
 

H15  

〇
 
 

2
 
 

一
H
 
 

監
幽
 
 

H15  

湘
…
脾
 
 

H20  

盤
台
 
 
 

0
 
 

60％  80％  40％  
＋
 
 

ロ知りたい  閻知りたくない  臼わからない  m無回答  

＿＿，」   

6  



【問2補間】  

（1「知りたい」をお選びの方に）ニの場合、病名や病気の見通しに／〕いて直接担当医師から説明を受  

けたいと思い圭すか。（○は1つ）  

望
－
 
 

患
幽
 
 

80％  100％  0％  

□受ける 国家族に問いてもらい、その話しを聞く 日その他m無回答   



（2）病名や病気の見通しについての説明  

【（医療従事者）間6】  

ぁなたの担当している患者（入所者）が治る見込みがない病気に擢患した場合、その病名や病気の見通  
し（治療期間、余命）について、まずどなたに説明をしますか0（○は1つ）  

鵬
岨
脚
 
 

潮
岬
台
 
 

ち口琴雪空人lテ彗望王子  
（患者・入所者本人に説明すべきである）  

国患者本人の状況を見て患者に説明するかどうか判断する   
（患者・入所者本人の状況を見て患者・入所者に説明するかど  
うか判断した方がよい）  

百家族に説明する   

（家族に説明した方がよい）  

l im患者本人、家族ともに説明しない  
（患者・入所者本人、家族ともに説明しない方がよい）  

田わからない・無回答  

8   



【（医療従事者）問7】l  

あなたは病名や病気の見通しについて、患者（入所者）や家族が納得のいく説明ができていると考えて  

いますか．。（○は1つ：′  

トE  

H15   

5
 
 

1
 
 
 

H
 
 
 

盟
腑
 
 

□できている 盟ある程度できている 目できていない mわからない・無回答と  

」  

9   



（3）治療方針の決定  

【（医療従事者）閃8】  

あなたの担当している患者（入所者）が治る見込みがない病気に罷患した場合、その治療方針を決定す  

るにあたり、まずどなたの意見を聞かれますか。（○は1つ）  

60％  80％  100％  20％  40％  

「一一－■‾‾ 牒患者（入所者）本人の意見を聞く  

座患者（入所者）本人の状況をみて誰にするかを判   
断する  

】日家族の意見を聞く   

L  

皿患者（入所者）本人、家族ともに意見を聞かない   

日わからないt無回答  

10   



（4）死期が迫っている患者に対する医療のあり方  

【問3】  

ぁなたご自身が突然重い病気や不慮の事故などで、適切な医療の継続にもかかわらず、治る見込みがな  
く死が間近に迫っている（数日程度あるいはそれより短い期間）と告げられた場合、心肺蘇生措置を望  
みますか。（○は1つ）  

0
0
 
 

0
 
 

0
 
 
 

3
 

4
 
 

0
 
 

監
幽
 
 

潮
岬
碑
 
 
 

5．4  L  57・6  

普 －・き  5．5   30・8l  

H 2 0  

100％ト 
20％   

□（H15）   
（H20）  

団（H15）   
（H20）  

冒（H15）   
（H20）  

皿わからない   

ロ無回答  

心肺蘇生措置は続けられるべきである  

心肺蘇生措置を望む  
心肺蘇生措置はやめたほうがよい  
どちらかというと心肺蘇生措置は望まない  
心肺蘇生措置はやめるべきである  

心肺蘇生措置は望まない  

11  



【問4】  

ぁなたご自身が治る見込みがなく死期が迫っている（6ケ月程度あるいはそれより短い期間を想定）と  

告げられた場合、延命医療を望みますか0（○は1つ）  

80％   

られミ、へきてあるi  

60％  20％  

5）単なる延命医療であっても続け  

0）延命医療を望む  

い
1
 
2
 
 

l
L
口
．
1
渾
－
日
 
 

（H  
（H  
（H15）単なる延命医療はやめたほうがよい  
（H20）どちらかというと延命医療は望まない  
（H15）単なる延命医療はやめるべきである  
（H20）延命医療は望まない  

わからない  Ⅶ  

南無回答  

12   



【間4補間1】  

（間4で「2どちらかというと延命医療は望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この  

場合、延命医療を望まないとき、具体的にはどのような治療を中止することを望み圭すか。お考えに近  

いものをお選びください。（○は1つ）  

㌻ 看言隻  

と 介護  

ロ生命維持のための特別な治療まで中止  

国胃ろうなどによる栄養ネ甫給まで中止  

日点滴の水分補給等一切の治療を中止  

田わ力、らない  

8無回答  
I I 

13  



【問4補間2】  

（問4で「2どちらかというと延命医療を望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合、具体的に  

はどのような医療・ケア方法を望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は1つ）  

69．2  13・8】 13・3 3・7  

ト  

58．9  】  
．  24．5 弓  13．81．7   

5
 
 

1
 
 
 

H
 
 
 

醤
－
 
 

4．71．7  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆  
◆事◆◆◆◆◆◆◆  

◆◆◆◆◆傘 ◆◆◆◆◆◆  

◆◆◆◆◆◆◆◆  
◆◆◆◆◆◆◆ヰ  
◆◆◆◆◆◆◆◆  

0％  20％  40％  60％  80％   

ロ痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげることに重点をおく方法 ≒  

団延命医療を中止して、自然に死期を迎えさせる様な方法  

日医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法   

Ⅲわからない  

巳無回答  
＿＿▼一．」   

14  



【（一般）問4補間3】  

【（挺療従事者）問9補閃こう】  

潤H、9の補間2で「ニう医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法」をお選びの方に）  

ニのような方法がなされるとすると、その時にどのような条件が必要になるとお考えでしょうか。あな  

たのお考えに近いものをいくつでもお選びください。（○はいくつでも）  

医学的にみて患者が不治の病に冒され、  

しかもその死期が目前に迫っていること  

一般   

医師   

看護   

介護  

80％  100％／  0％  20％  40％  60％  

患者の痛みが甚だしく、誰もがこれを見るに  

忍びないほどであること  

〇
 
 

（
U
 
 

80％  100％  0％  20％  40％  60％  

患者の痛みからの解放を目的とした治療が  
十分なされていること  

80％  100％ ′   0％  20％  40％  60％  

15  



患者本人の強い要請があること  

一般  

医師  

看護  

介護  

0％  20％  40％  60％  80％   

方針の決定は担当医だけではなく、複数の医師又は  

医療チームによってなされること   

隻
 
 

こ
〓
日
 
 
 

医
 
看
 
 

0
 
 

0
 

20％  40％  60％  80％  ％
 
0
 
 

0
 
 

医師が十分に患者に説明して、  

患者が納得した後で行われること  

般
 
師
 
護
 
護
 
 

一
 
医
 
看
 
介
 
 

＿   ∴＿▼   ＿，．．．＿ 1  ：  

20％  40％  60％  80％  100％】  

16   



医師の手によることを原則とし、これができない場合は  

世間が納得できるだけの特別の事情があること   

【 一般⊂二二ニコ1白．5  

1 医師 き0＿0   

二               ．＿  一・・  ・ －  －，・－∴  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

方法が常識的にも妥当なものとして  

認め得るものであること  

一般亡ニコ 25・9   

護
 
護
 
 

看
 
介
 
 

ノ        l           －              ■   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

その他  

一般  3．5  

」．． 

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

17   



わからない   

100％ r      L  20％  

18  

r g   



【（一般）間6 （医療従事者）問5】では、あなたの家族が治る見込みがなく婚期が迫っている（6  

ヶ月程度あるいはそれょり短い㈲聞を想定）ナニ勘ずられた場合、延命医療を望みますか。（○は1つ）  

100％ r  

ロ延命医療を望む   

因どちら力、とし、うと延命医療は望まない   

白延命医療は望まない   

Ⅲわ力ヽらなしヽ   

u無回答  

19   



【（一般）問6補間1（医療従事者）問5補間1】（問6、5で「2どちらかというと延命医療は  
望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望まないとき、具体的には  
どのような治療を中止することを望みますか。お考えに近いものをお選びください0（○は1つ）  

20  

r   



【卜般）問6補間2 （医療従事者）問5補間2】（間6、5で「2どららかというと延命医療は  

望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合、具脚勺にはどのような医療・ケア方  

法を望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は1つ）  

21．5  3．0 1．3  20．6  

擾あヰ勒あぁ㊨ヰヰ㊨ネ争感砂あぁ あ」み鬼揚ぬふあふあふあ掲揚血．→一滴  

・ ∴ 

医師   

■l  

100％  

L ▼，▼＿＋．ん＿、＿．．，■＋   

0％  40％  60％  20％  

ロ痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげることに重点をおく方法  

因延命医療を中止して、自然に死期を迎えさせる様な方法  

日医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法  

Ⅶわからない   

田無回答  

21   



【卜般）問6】あなたの家族が治る見込みがなく死期が迫っている（6ケ月程度あるいはそれより短  

い期間を想定）と告げられた場合、延命医療を望みますか。（○は1つ）  

【（医療従事者）問9】あなたが担当している患者（入所者）が治る見込みがなく死期が迫っている（6  

ヶ月程度あるいはそれより短い期間を想定）場合、延命医療の中止についてどのようにお考えになりま  

すか。（○は1つ）  

光
脚
 
 

H15  

H20  

る
 
 

あ
 
 

で
 
 

き
 
 

・
‥
ハ
■
 
 

れ
 
 

ら
 
㌣
け
 
 

…
続
 
 

も
 
 

て
 
 
 

つ
 
 

あ
む
療
や
う
か
や
ま
療
 
 

で
望
医
は
い
ら
は
望
医
 
 

療
を
命
療
と
ち
療
は
命
 
 

医
療
延
医
か
ど
医
療
延
 
 

命
医
）
命
ら
）
命
医
）
 
 

延
命
者
延
ち
者
延
命
者
 
 

右
延
事
る
ど
事
る
延
事
 
 

な
）
従
な
）
従
な
）
従
 
亘
般
療
単
般
療
単
般
療
 
 

ナ
一
医
）
一
医
）
一
医
い
 
 

5
0
0
5
0
0
5
0
0
な
 
 

1
2
2
1
2
2
1
2
2
ら
 
 

百
H
H
H
H
H
H
 
H
H
か
 
 

（
（
（
（
（
（
（
（
 

わ
 
 

日
 
 
 
田
 
 
 
巳
 
 
 
□
 
 

き
 
い
中
 
 
 
る
 
 

べ
 
な
は
 
 
あ
 
 

る
 
ま
療
 
 
で
 
 

け
い
望
医
る
 
き
 
 

続
よ
は
命
あ
 
べ
 
 

も
が
療
延
で
 
る
 
 

て
う
医
と
き
 
す
 
 

つ
ほ
命
う
べ
 
止
 
 

あ
た
延
い
る
い
申
 
 

で
め
と
と
め
な
は
 
 

よ
 
 

、
つ
 
 

ほ
 
 

た
 
 

し
 
 

止
 
 

巴無回答  
■                             ■  ▼  ■一  

22  
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【（一般）問6補間1】  

【（医療従事者）問9補間1】  

（問6、9で「2どちらかというと延命医療は望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この  

場合延命医療を望まないとき、具体的にはどのような治療を中止することを望みますか。お考えに近い  

ものをお選びください。（○は1つ）  

医師  

在
又
 
 

ニ
〓
口
 
看
 
 

帆
 
 

0
 
 
 

ロ生命維持のための特別な治療まで中止  

圏胃ろうなどによる栄養補給まで中止  

日点滴の水分補給等一切の治療を中止  

Ⅲわからない  

囚無回答  

23  



【（一・働問6補間2】（「2どちらかというと延命医療は望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この場  

合、具体的にはどのような医療・ケア方法を望みますかロお考えに近いものをお選びくださいD（○は1つ）  
【（医療従事者）問9補間2】（「2どちらかというと延命医療は中止したほうがよい」「3延命医療は中止するべきで  

ぁる」をお選びの方に）この場合、具体的にはどのような医療・ケア方法が考えられますか。お考えに近いものを  
お選びください。（○は1つ）  

HlO   

5
 
 

1
 
 
 

H
 
 

監
幽
 
 

酷
腑
 
 

■
－
1
 
－
 
－
 
 
－
 
 
 
－
 
1
－
 
 
－
 
 
 
－
1
 
－
 
 
－
1
－
－
1
1
 
－
 
⊆
1
■
 
 

20％  40％  60％  80％  100％  ％
 
 

□痛みをはじめどし吏あらゆる苦痛を和らげることに重点をおく   

方法  

団延命医療を中止して、自然に死期を迎えさせる様な方法  

日医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法  

岬わからない・無回答  
」▼一－ 一＋一－ －－▲－一一－一－一＋ －一一〉－一－－一‾‾  仁 一ーーーーー  ■－－一－〉 ▲ －▼ 一－肝 一【■‾  

24   

い   ∵巧   



（5）遷延性意識障害の患者に対する医療のあり方  

【（一般）問8，（医療従事者）問12】  

ぁなたご自身が、遷延性意識障害で治る見込みがないと診断された場合、延命医療を望みますか0（○  

は1つ）  

27．6  9．6  

IE L 観 H15  

20％  40％  60％  80％  100％  

ロ（H15）単なる延命医療であっても続けられるべきであ〔   
0％  

る  
（H20）延命医療を望む  
（H15）単なる延命医療はやめたほうがよい  
（H20）どちらかというと延命医療は望まない  

国
 
 

日（H15）単なる延命医療はやめるべきである   
（H20）延命医療は望まない   

Ⅷわからない  

日無回答  

25   



【（〟一般）間8補間1，（医療従事者）問12補間1】  

（問8、12で「2どちらかというと延命医療は望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）  
この場合延命医療を望まないとき、具体的にはどのような時期に中止することを望みますか0お考えに  
近いものをお選びください。（○は1つ）  

†
巾
 
 

・
P
ロ
 
 

医
 
 

0％  

□意識不明の状態から回復しないと診断されたとき  

国生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき  

目わからない   

皿無回答  

26   



【（㈲問納経男2，（医療従事者）削2補間2】 （御、12で「2どち㌧かというと延命医療は望まかユ「3延命医療は望まない」をお選びの方に）  
ニの場合延命医療を望まないとき、具体的にはどのような治療を中止することを望みますかっお考えに  
近いらのをお選びください0（○は1つ）  

ロ生命維持のための特別な治療まで中止  

因胃ろうなどによる栄養補給まで中止  

日点滴の水分補給等一切の治療を中止  

Ⅲわからない  

田無回答  

27   



l（一般）間9（医療関係者）問13－あなたの家族が、遷延性意識障害で治る見込みがないと診断さ  
れた場合、延命医療を望みますか0（○は1つ）  

L
＼
－
－
 
1
－
1
－
！
1
1
1
－
～
L
l
 

28   



【（一般）間9補㈲＝＋し医療関係者）間13祁洞it】（間9、13で「2どちらかというと延命医療  

は望宝ない」「㌻延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望主ないとき、具体的に  

はどのような時期に中けこすることを望みますか。お考えに近いものをお選びくださいL。（○は1つ）  

護
 
 

看
 
 

0％  

／  

1□意識不明の状態から回復しないと診断されたとき  

う囲生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき  
1  

き 日わからない  

1Ⅷ無回答  

29   



【（一般）問9補間2（医療関係者）問13補間2】（問9＼13で「2延命医療をどちらかという  

と望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望まないとき、具体的に  
はどのような治療を中止することを望みますか0お考えに近いものをお選びください0（○は1つ）  

□生命維持のための特別な治療まで中止  

国胃ろうなどによる栄養補給まで中止  

日点滴の水分補給等一切の治療を中止  

皿わからない  

田無回答  
▼＿ l  

，＿、一－＿」   

30  



【（一般）悶〔）】あなたの家族が、遷延性意識障害で治る見込みがないと診断された場合、延命医療を望みます  

か。（○はlつ）  

【（医療従事者）問14】あなたの担当している患者が遷延性意識障害で治る見込みがない場合、延命  

医療の中止についてどのようにお考えになりますか。J（○は1つ）  

40％  60％  80％  

も続けられるべきである  な
）
従
な
 
単
般
療
単
 
 

）
一
医
）
 
 

延
命
者
延
ち
 
 

る
延
事
る
ど
 
 

療
を
命
療
と
ち
 
 

医
療
延
医
か
ど
 
 

命
医
）
命
ら
）
 
 

て
 
あ
た
延
い
る
い
中
 
 

つ
 
で
め
と
と
め
な
は
 
 

あ
む
療
や
う
か
や
ま
療
 
 

（
（
（
（
（
（
（
（
（
 わ
 
 

で
望
医
は
い
ら
は
望
 
 

団
 
 

口
 
 

H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
 

1
 
2
 
2
 
1
 
 

5
0
 
0
 
 

る
 
 

あ
 
 

で
 
 

き
 
 

べ
 
 

る
 
 
 
る
 
 

あ
 
 
す
 
 

で
 
 
止
 
 

き
 
い
中
 
 
る
 
 

べ
 
な
は
 
 
あ
 
 

る
 
ま
療
 
 
で
 
 

け
い
望
医
る
 
き
 
 

続
よ
は
命
あ
 
べ
 
 

も
が
療
延
で
 
る
 
 

て
う
医
と
き
 
す
 
 

つ
ほ
命
う
べ
 
止
 
 

5  

20一般）  

20医療従事者  
H15）単なる延命医療  
H20一般）延命医療は   

E］  

H20医療従事者）延命医  
からなし、・  柵  

田無回答  

31   



【（医療従事者）問14補間1】（間14で「2どちらかというと延命医療は中止すべきである」「3  

延命医療は中止すべきである」をお選びの方に）この場合、具体的にはどのような時期に中止すること  
が考えられますか0お考えに近いものをお選びください。（○は1つ）  

、
l
－
－
－
1
－
－
～
1
－
1
 
 

ロ意識不明の状態から回復しないと診断されたとき  

団生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき  

日わからない  

l
L
】
－
－
～
 
－
 
1
 
－
 
・
－
■
」
 
 

卜
 
 
 
、
 
 
 
～
－
㌔
1
1
し
 
 

田無回答  
【 ′■■一一一－一一一一一－－一－－一一一■－一－  

32   



【（医療従事者）問14補間2】（間14で「2延命医療をどちらかというと望ま虹i「3延命医療  

は望まない」をお選びの方に）この場合＼具体的にはどのような治療を「帥二することが考え仁）れますか⊃  

ぉ考えに近いものをお選びくださいつ（○は1つ）  

1介護  

ロ生命維持のための特別な治療まで中止  

国胃ろうなどによる栄養補給まで中止  

日点滴の水分補給等一切の治療を中止  

皿わからない  

ロ無回答  

33   



（6）脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した患者に対   

する医療のあり方  

【（一般）問10（医療関係者）問15】あなたが高齢となり、脳血管障害や認知症等によって日常生  
活が困難となり、さらに、治る見込みがなく、全身の状態が極めて悪化した場合、延命医療を望みます  
か。（○は1つ）  

几
又
 
 

舟
 
 

一
 
 

r
 
 
ト
1
r
－
－
 
－
 
 
 

□延命医療を望む  

国どちらかというと延命医療を望まない  

臼延命医療を望まない  

皿わ力、らない   

田無回答  

・
 
－
 
－
L
I
L
 
 
 

一一一－－一 一一一－－■＋■  －－一－▼  

34  



【（リ般）問10補間1（医療関係者）問15補間1】（問10、15で「2延命医療をどちらかと  

いうと望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）ニの場合延命医療を望主ないとき、具体  

的にはどのような時期に中止することを望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は1つ）  

80％  209も  40％  60％   

ロ意識不明の状態となり、そこ力ヽら回復しないと診断されたとき  

因生命の助かる見込みなく、死期が迫っていると診断されたとき   

白わ力、らなしヽ   

Ⅲ無［司答  

35   



【（一般）間10補間2（医療関係者）問15補間2】（問10、15で「2延命医療をどちらかと  
いうと望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望まないとき、具体  
的にはどのような治療を中止することを望みますか0お考えに近いものをお選びくださいD（○は1つ）  

市
 
 

・
P
P
 
 

医
 
 

護
 
 

看
 
 
 

護
 
 
 

介
 
 

20％  40％  60％  80％  100％  0％  

一一一 一一一一一一－－一一  一肝一－  一 一 －一一   ト【 

□人工呼吸器等、生命維持の為に特別に用いられる治療まで中止  

田胃ろうや中心静脈栄養などによる栄養補給まで中止  

日点滴等の水分補給など、一切の治療を中止してほしい  

mわからない   

□無回答  

36  



【卜般）間12（医療関係者）間17】 あなたの家族が高齢となり、脳血管障害や認知症等によっ  

てl」常生活が困難となり、さらに、治る見込みがなく、全身の状態が極めて悪化した場合、延命医療を  

望みますか。（○は1つ）  

□延命医療を望む   

匿どちらかというと延命医療を望まない   

日延命医療を望まない   

mわ力、らない   

□無［司答  

37   



【（一般）問12補間1（医療関係者）問17補間1】（問12、17で「2延命医療をどちらかと  
いうと望まない」「3延命医療は望まない」をお選びの方に）二の場合延命医療を望まないとき、具体  

的にはどのような時期に中止することを望みますか0お考えに近いものをお選びください0（○は1つ）  

護
 
 

介
 
 

0
 
 
 

0％  

口意識不明の状態となり、そこから回復しないと診断されたとき  

田生命の助かる見込みなく、死期が迫っていると診断されたとき   

Bわからない   

皿無回答  

38  



【（般）間12補間2（医療関係者）閃17補間2】（問12、17で「2延命医療をどちらかと  

し、うと望まない」－こう延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望真ないとき、具体  

的にはどのような治療を中」Lすることを望みますかっお考えに近いものをお選びください。（○は1つ）  

巳人工呼吸器等、生命維持の為に特別に用いられる治療まで中止  

閻胃ろうや中心静脈栄養などによる栄養補給まで中止  

日点滴等の水分補給など、一切の治療を中止してほしい  

田わからない   

ロ無回答  
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【（医療従事者）間18】あなたの担当する患者（入所者）が高齢となり、脳血管障害や認知症等によ  

って日常生活が困難となり、さらに、治る見込みがなく、全身の状態が極めて悪化した場合、延命医療  

の中止についてどのようにお考えになりますか。（○は1つ）  

40％  20％   

□延命医療であっても続けるべきである  

団どちらかというと延命医療は中止するべきである   

白延命医療を中止するべきである   

皿わからない  

ロ無回答  

40   



【（医療従事者）問18補間1】（問18でi2延命医療をどちらかというと中1Lするべきである」「3  

延命医療は中LLするべきである」をお選びの方に）この場合、具体的にはどのような時期に中止するこ  

とが考えられ去すか。お考えに近いものをお選びください。（○はトつ）  

□意識不明の状態となり、そこから回復しないと診断されたとき   

閻生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき   

臼わからない   

m無回答  
／   

4
 
 



【（医療従事者）間18補間2】（問18で「2延命医療をどちらかというと中止するべきである」「3  

延命医療は中止するべきである」をお選びの方に）この場合、具体的にはどのような治療を中止するこ  

とが考えられますか。お考えに近いものをお選びください。（○は1つ）  

市
 
 

凸
b
 
 

医
 
 

護
 
 

看
 
 
 

護
 
 
 

介
 
 

％
 
 

0
 
 

0
 
 
 

ロ生命維持の為の特別な治療まで中止  

閻胃ろうなどによる栄養補給まで中止  

目点滴の水分補給等一切の治療を中止  

皿わからない  

□無回答  
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（7）リビング・ウイルと患者の意思の確認方法  

【（〝一般）問141，（医療従事者）問201】  

「治る見込みがなく、死期が近いときには、延命医療を拒否することをあらかじめ書面に記しておき、  

本人の意思を直接確かめられないときはその書面に従って治療方針を決定する0」（リビングウイル）と  

いう考え方について、あなたはどのようにお考えですか。（○は1つ）  

トE と 竃 H15   

5
 
 

1
 
 
 

H
 
 
 

潮
岬
碑
 
 

□賛成する  

団患者の意思の尊重という考え方には賛成するが、書面にまでする必要がない  
日賛成できない  

Ⅶその他  

田わからない・無回答  
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【（一般）間14－1補間1，（医療従事者）問20－－1補間1】  

（リビングウイルについて1「賛成する」をお選びの方に）書面による本人の意思表示という方法について、わが国  

ではどのように扱われるのが適切だとお考えですか。（○は1つ）  

2
 
 

3
 
 

3
 

糟
糠
 
 

80％  100％  40％  60％  0％  

ロそのような書面が有効であるという法律を制定すべきである  

圏（HlO）医師がその希望を尊重して治療方針を決定すればよい  
（H15、20）法律を制定しなくても、医師が家族と相談の上その希望を  

尊重して治療方針を決定  

日その他  

mわからない・無回答  
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【（一般）問14－1補間2，（l室療従事者）間20－1補間2】  

（リビングウイルについてぃ賛成する」をお選びのノテに）死期が近い時の治療方針についての音′巴、に／ついて入  

院（入所）前、入院（こ入所）時、あるいは、入院（入所）後に、病院や介護施設（老人ホーーム）から、  

書面により患者（入所者）の意思を尋ねるという考え方についてどのように思いますか。（○は1つ）  

盤
台
 
 

20％  40％  60％  80％  100％】  

□賛成する 国反対である 目わからない 皿無回答  
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【（－一般）問14－1補間3，（医療従事者）問20【1補間3】  

（リビングウイルについて1「賛成する」をお選びの方に）書面に残すとしたらいつの時期が良いと思いますか0   

0％  

臼入院（入所）する以前に書面として残した方が良い  

団入院（入所）時に書面として残した方が良い  

巳入院（入所）後、ある時期に書面として残した方が良い  

皿時期は、いつでもかまわない  

田わからない  

□無回答  

46  



【（一般）問142】このような書面を見せれば、医師はその内容を尊重してくれると思いますか．〕（○は1つ）  

【（医療従事者）問202】このような書面について、あなた自身はその内容を尊重しますか。（○は】つ）  

H15  

O
U
 
 
 
 
－
 
 

2
 
 
 
 
■
l
 
 4
 
 
 

翌
碑
 
 
 

し
 
 
 

う
な
 
 
 

思
し
 
 

）
と
重
 
 

る
い
尊
る
 
 

す
な
（
よ
 
 

重
得
い
に
 
 

尊
を
な
況
 
 

（
る
わ
状
 
い
 
 

う
ざ
思
の
 
な
 
 

思
せ
は
時
他
ら
答
 
 

う
う
う
の
の
か
回
 
 

そ
そ
そ
そ
そ
わ
無
 
 

口
殴
日
m
〓
出
 
口
臼
 
 

（尊重せざるを得ない）  

＼）  
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【（一般）問14－3，（医療従事者）間20－3】  

あなたは、この書面を作成した後も、状況の変化等によってあなたの考えが変わった場合、何度でも書き直すこ  

とが可能であることをご存じですか．〕（○は1つ）  

市
 
 

｛
－
」
ロ
 
 

医
 
 

護
 
 

看
 
 

20％ 40％ 60％ 80％  

石両面呑衰一語書直テご緬頑な三白ま扇子〔ヾ右 

国一度書いたら書面を書き直すことは、重大な理由が必要である ≒  

1日三霊呈詫≡書き直しは不可能だと思っていた  

mその他  
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【（一般）問14一｛r4，（医療従事者）問20－4】  

事前に本人の意思の確認ができなかった患者（入所者）の場合、「家族や後見人が延命医療を拒否した  

ら、それを本人の意思の代わりとして治療方針などを決定すればよい」（書面ではなく代理人による意  

思表示）という考え力1こついてどう思いますか。（○は1つ）  

32＿1  25，3  3．9  30．8  

ト26．5  4．8  29．3  

已吠  
匂≡ H15   

l  

252  286  16  

ら  
1  

HlO  

27．9  38．9  4．5  ∃22・5  0・4  

2。．4J  47．5  】  。．9」，。．9  。．4  

H20  

22．7  4去．3  2．3   2．1  。．3  

43・2  2－9  31．0ち  1・0  

H 2 0  

ヽ       ヽ                                         ヽ     1   

0％  20％  40％  60％  

□それでよいと思う  因そうせざるを得ないと思う  

日そうは思わない  Ⅲその時の状況による  

田その他  口わからない一無回答  
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【（一般）間14－5】  

では、あなたは、自分が終末期に明確な意思表示を行うことが困難と思われる場合、事前に治療方針に  

関する判断をあなた以外の方に任せておくことは可能ですか0  

1
1
－
 
 
－
 
1
ト
ー
ー
1
1
－
1
一
－
 
 
1
ち
－
1
 
 

0
U
 
 
 

般
 
 
 

0
 
 

ロ事前に任せておくことは可能  

圏事前に任せておくことは不可能  

目わからない  

Ⅲその他  

臼無回答  



【（一肘問i46二重 あなたは、自分が終末期に明確な意思表示が示せない場合、治療方針の決定  

についてどのようにしてほしいですか〔（0は1つ）  

＝医療従事者）問2（卜5】本人の明確な意思表示が全くわからない場合の終末期における治療方  

針の決定についてどう思い去すか。（0は1つ）  

100％．  

□配偶者など最も身近な人の意見に従うべき  

団家族や親戚など多数の意見に従うべき  

臼担当する医療・ケアチームが慎重に考えて決めるべき  

mわからない   

□無回答  
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（8）終末期医療に対する悩み、疑問  

【（医療従事者）問28】  

あなたは、終末期医療に対して、悩みや疑問を感じた経験がありますか0あなたのお考えに近いものを  

お選びください。（○は1つ）  

】トE  
H15  

惟
腑
 
 

H15  

H20   

一
 
 
〇
 
 

2
 
 
 

－
 
H
 
 

湘
伝
 
 

「一‾ 一 ▲■‾  

。頻繁に感。る 旺まに感。る 日感じたことはない 碩回答  

1∴ふ  
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【（医療従事者）問28補間】  

（1J頻繁に感じる」か「2たまに感じる」をお選びのノブヘ）痛みを伴い、しかも治る見込みがなく死  

期が迫っている（6ケ月程度あるいはそれより短い期間を想フヒ）患者（、入所者）の診療にあなた白身が  

携わって、どんな難しさを感じていますか√あなたのお考えに近いものをお選びください。（○はいく  

つでも）  

患者・入所者へ病名、病状の説明をすること  

1f 厄Hl射  

l 口H20ミ  

80％  100％  0％  20サム  40％  

痛みをはじめとした症状を緩和すること  

と 看護  

介護  

患者・入所者や家族と話し合う時間を持つこと  

OH151iiii 
／□H20∴   

：看護  

き 介護  

80％  100％  0％  20％  40％  
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病院内の設備や終末期医療の施設が乏しいこと  

OH15555 

やH20…  

80％  100％  0％  20％  40％  

在宅医療の体制が十分でないこと  

1
r
r
．
．
1
r
」
 
 
 

㍉
．
〉
l
 
 
 

后
】
恒
 
 

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

延命のための医療を中止すること  

監
 
 
 

！介護  

0％  20％  40％  
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医療チームで意見がわかれること  

□H15  

□H20と  

L▼  几，▼＋一1  

100％  0％  20％  40％  60％  80％  

医師と患者・入所者との板挟みになること  

□H15  

口H写q」  

＿轟▼¶ぺ‡  

100％  0％  20％  40％  60％  80％  

その他  

□H15  

ロH20】   

0％  20％  40％  60％  80％  
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特になし  

ロH15   

…［．］H20   

＋i  

lOO％  80％  

56  



（9）終末期における療養の場所  

1）死期が迫っている患者   

【（一般）問5－1】  

あなたご白身が治る見込みがなく死期が迫っている（6ヶ月程度あるいはそれより短い期間を想定）と  

告げられた場合、療養生活は最期までどこで送りたいですか。（○は1つ）  

0．9 0．5   

5
 
 

1
 
 
 

日
 
 
 

望
－
 
 
 

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

竜なるべく早く今まで通った（又iま現在入院中の）医療機関に入院  

したい   

田なるべく早く緩和ケア病棟（終末期における症状を和らげること   
を目的とした病棟）に入院したい  

日自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関に入院したい  

皿自宅で療養して、必要になれば緩和ケア病棟に入院したい   

L臼自宅で最後まで療養したい  

□専門的医療機関（がんセンターなど）で積極的に治療を受けたい   

囲老人ホームに入所したい   

圏その他  

田わからない   

図無回答  

5了   



【卜般）問5－2，（医療従事者）間10－2】  

自宅で最期吏で療養できるとお考えになりますか。▲（○は1つ）  

望
1
 
 

監
幽
 
 

】  

5
 
 
 

1
 
 

H
 
 

0
 
 

2
 
 

H
 
 
 

舶
用
脚
 
 

醜
女
 
 

l 硝現可能である団実現困難である胃わからないm無回答】  

」  
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【仁㌦般）問5」2補間，（医療従事者）間10椚2補間】  

り2実現困難である」をお選びの方へ）実現できないとお考えになる具体的な理由はどんなことでし  

ょうか。お考えに近いものをお選びください（。（○はいくつでも）  

往診してくれる医師がいない  

一般 E二三至・冒1．7  
□H15  

：口＝20－  

60％  80％  100％  0％  20％  40％  

訪問看護体制が整っていない  

l二1H15  

□＝20」  

J  「  

60％  80％  100％  0％  20％  40％  

訪問介護体制が整っていない  

□H15  

□H20と   

介護∈≡過し 
一  

0％  20％  

l         ■■l■         ■－  

60％  80％  100％  

59  



24時間相談にのってくれるところがない  

14し4  

14．8  
l  

一般巨∃  

□H15  
〉  

□旦2q」   

60％  80％  0％  20％  40％  

介護してくれる家族がいない  

几
又
 
 
 
 
市
 
 

・
皿
川
 
 
 
 
・
P
ロ
 
 

ー
 
医
 
 
護
 
 
護
 
 

看
 
 
介
 
 20％  40％  60％  

一
 
医
 
 
看
 
 

20％  40％  60％  80％  100％  

60  



症状が急変したときの対応に不安である  

□H15  

□H20  

0％  20％  40％  

症状急変時すぐに入院できるか不安である  

ロHlL  

l旦り旦9 

0％  20下略  40％  60％  80％  100％  

居住環境が整っていない  

一般  

医師  

看護  

介護  

厄H15 
r け】H2しIミ   

．   1   

60％  80％  100％   0％  20％  40％  



経済的に負担が大きい  

一般 
・ 

トロH151  

；二」Hこ叫  

100％  0％  20％  40％  60％  

その他   

指
担
 
 

¶
H
 
H
 

0％  20％  40％  60％  
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【（一般）間7 1】  

あなたの家族ガ治る見込みがなく死期が迫っている（6ケ月程度あるいはそれより短い期間を想定）と  

苦げられた陽合、療養／i二法は最期までどこを薦めますか。（0は」つ）  

【（医療従事者）問1日 1】  

あなたが担当している患者（入所者）が治る見込みがなく死期が迫っている（6ケ月程度あるいはそれ  

より短い期間を想定）場合、療養生活はどこを薦めますか。（○は1つ）  

100％   20％  40％  60％  

ロなるべく早く今まで通った（又は入院中の）医療機関に入院  

団なるべく早く緩和ケア病棟に入院  

巳自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関に入院  

m自宅で療養して必要であれば緩和ケア病棟に入院  

□自宅で最期まで療養  
口専門的医療機関で積極的な治療  

田老人ホームに入所  

口その他  
曲わからない  

田無回答  
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【（一般）問7－2（医療従事者）間10－2】  

あなたの家族（担当者）は自宅で最期まで療養できるとお考えになりますか・〕（○は1つ）  

「
岳
弓
ヒ
 
 

国実現困難である  口実現可能である  

Ⅲ無回答   目わからない  
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【（一般）間7腔2補間（医療従事者）得＝（卜2補間】  

（問7▼▼－2、1（〕2で「2実現困難である」をお選びれト）′実現できないとお考えになる具体的  

な理由はどのようなことでしょうか1つお考えに近いヰぅのをお選びください〔ノ（○はいくつでも）  

往診してくれるかかりつけの医師がいない  

60％  80％  100％  0％  20％  40％  

訪問看護体制が整っていない  

－11一′‥．＿＋∵」   

60％  80％  100％  0％  20％  40％  

訪問介護体制が整っていない  

60％  80％  100％  0％  20％  40％  
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24時間相談にのってくれるところがない  

60％  80％  0％  20％  40％  

介護してくれる家族がいない  

60％  80％  20％  40％  

介護してくれる家族に負担がかかる  

100％1   60％  80％  0％  20％  40％  

66  



症状が急に悪くなったときの対応に自分も家族も不安  

症状が急に悪くなったときにすぐ病院に入院できるか不安  

」 一W仙＿  ト′、 」  ．▼－＿⊥   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

居住環境が整っていない  

60％  80％  100％  0％  20％  40％  
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経済的に負担が大きい  

■   

二＿コ  

40％  60％  

その他  

市
 
 

自
P
 
 

医
 
 
 

％
 
 

0
 
 

0
 
 

医師   0．6  

－
L
 
 
 

」
 
 
 

％
 
 

」
1
0
 



2）脳血管障害や認知症によって全身状態が悪化した患者  

【（一一般）間11，（医療従事者）問16】  

あなたが高齢となり、脳血管障害や認知症等によって日常生活が困難となり、さらに、治る見込みのな  

い状態になった場合、どこで最期まで療養したいですか。（○は1つ）  

22．7 1  38．2  24．8   3・2 9・5  

1．6  本科瑚認揚程  

1  

22．4  44．3  15．2ミ1．了 ほ3  
㊨斡ヰヰネを姦参㊨冬  
ヰふ車扱を㊨命令あ魯  
㊨ヰヰ本尊擾ヰ凍牒凍  1．1  

＿     ＿      一－   －－  一  ・－  ・    －  

20％  40％  60％  80％  100％／  

口自宅圏病院白老人ホームmその他田わからない□無回答  

0％  

489  9.8 

砂敏や牒・幣 凍ヰや㊨㊨ か㊨本尊ヰ  

4D．6  4．2  28．0  4．16こ12．3 13．9  

酬
㈹
睡
 
 

酬
仙
女
 
 

4．9   16．1 1．8 17．6  r4．2 15．1  
マいヤⅦ∵？←セ‥巧いで∵Ⅶ  

酪食掛㊧ヰせ⑯揚  
ヰ凌尊ヰ滋彦せ凌ヰ喩⑯㊨  
ヰ針やヰ砲⑥磁⑭ヰヰせ凍鴻  

＿   

80％  100％  60％  20％  4P％  

□自宅  

団一般の急性期病院  

日介護療養型医療施設、又は長期療養を目的とした病院  

田介護老人保健施設  

口介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  

□その他  

囲わからない  

園無回答  

69   



【（一般）閃11補間1，（医療従事者）間16補間1】  

（問11で「1白宅」をお選びの方へ）なぜ、自宅で最期まで療養したいと思いますか。  

住み慣れた場所で最期を迎えたい  

弓 医師  r
弓
■
」
 
 

5
 
0
腔
 
 
 

1
 
2
臍
 
 
 

H
 
H
 
 

［
】
 
【
u
 1看護  

％
 
0
 
 

0
 
 

0％  20％  40％  60％  

最期まで好きなように過ごしたい  

20％  40％  60％  

家族との時間を多くしたいので  

け
…
一
、
・
…
い
 
 

口
 
口
 
 

弓 医師  
5
 
0
 
 

1
 
2
 
 
 

0％  

70  

「「 ’－㌣F  



［コH15  

□H20  

0％  20％  40％  

病院では望むような状態で死ねない  

L  

L□H15  

直＝20J  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

家族や知人が自宅で最期を迎えた  

1  

ク ー般  

；医師  
□H15タ  

ロH20   

▼  【 √＋．⊥ 、 ．〉 【 」   

60％  80％  100％  0％  20％  40％  



5
 
0
 

1
 
2
 
 

H
 
H
 

口
 
□
 
 

ち 介護  

20％  40％  

了2   



【（㈲問11補間2】（「2病院」tこう老人ホーーム」「4その他」をお選びの方へ）あなたはなぜ自宅  

以外の場所で最期まで療養したいと思ったのですかこ（○はいくつでも）  

家族の介護などの負担が大きいから  

□H15  

ロH20  

209も  40％  60％  80％   100％  

最期を看取ってくれる人がいないから  

ロH15∃  

iロH20！   

0％  20％  40％  60％  80％   100％  

73  



自宅では訪問看護体制が整っていない  

□H15；】  

□H20L  

20％  40％  60％  80％  100％  0％  

自宅で最期を迎えるのは一般的ではないから  

！
⊥
 
 

60％  80％  100％  

自宅で最期を迎えるのは経済負担が大きいから  

‘
1
1
 0

 
 
 

2
 
 
 

㌣
H
 
H
 

古
口
 
 
 

感  
「
し
 
 



最期に痛み等に苦しむかもしれないから  

□H15  

ロH20  

■                  ■－   ■  

0％  209ら  40％  60％  80％   100％  

緊急時に迷惑をかけるかもしれないから  

□H15一  

口H20t  

0％  20％  40％  60％  80％   100％  

自宅療養について家族が希望しないから  

1 ロH15と毒  

口H20   

0％  20％  40％  60％  80％   100％  

75  



今までの病院で最期までみてほしい  

□H151  

ロH20i   

20％  40％  60％  80％  100％  

わからない  

20％  40％  60％  80％  100％  

76  



【（一・一般）間11補間2 （医療従事者）問16補間2】〔「1自宅」以外をお遵に腑）方へ）あなたはな  

ぜ自宅以外の場所で最期まで療養Lたいと思′つたのですか（○はいくつでも）  

家族の介護などの負担が大きいから  

0％  20％  40†も  60％  80％  100％  

自宅ではかかりつけ医など最期を看取ってくれる人がいない  

護
 
 

護
 
 

看
 
 
 
介
 
 

医
 
 

1．【 【 ▼ 【＿－▼．．ゝ一．．．」   

60％  80％  100％  

自宅では訪問看護体制が整っていないから  

中
山
計
 
 
9
 
1
 
 
 

「
 
 

医
 
 

一
 
 

護
 
 

護
 
 

看
 
 
 
介
 
 

．             ＿＿   ＿．．    ．    ＿    ＿   ＿．   

40％  60％  80％  100％  0％  

7了   



自宅で最後を迎えるのは一般的でないから  

1
－
．
 
 
 

」
 
 
 

％
 
 
r
 
 
 

O
 
 

0
 
 
 

0％  20％  40％  60％  80％  

自宅で最後を迎えるのは経済的に負担が大きいから  

⊥】  

40％  60％  80％  0％  

「
L
．
1
．
．
 
 

自宅では最期にに痛み等に苦しむかもしれないから  

80％  

了8   

一▲  



自宅では緊急時に家族に迷惑をかけるかもしれないから  

0％  20％  40％  60ワも  80％  100％  

自宅での療養について、家族が希望しないから  

一般  3．5  

看護  3．9  

介護  2．5  ／  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

それまでかかっていた病院（施設）の医師、看護師、介護職員  
などのもとで最期まで見てほしいから  

介護∈∃二二王  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

79   



わからない  

一般  0．7  

医師  0．4  

看護  0．5  

20％  40％  60％  

無回答  

護
 
 

看
 
 

【」▼【一＿⊥m【∬＿【⊥  

20％  40％  60％  0％  

80   

▼  



【（一搬）問13】あなたの家族が高齢となり、脳血管障害や認知症等によって日常肘舌が困難となり、  

さらに、治る見込みのない状態になった場合、どこで最期まで療養させたいですか。（○は1つ）  

【（医療従事者）「普＝9】あなたの担当する患者（入所者）が高齢となり、脳血管障害や認知症等によ  

って日常生活が困難となり、さらに、治る見込みのない状態になった場合、どこで最期まで療養させた  

いですか。（○は1つ：）  

20％  40％  60％  80％  

ロ自宅圏病院白老人ホーム皿その他田わからない口無回答≒  

□自宅  

団一般病院  

冒介護療養型医療施設、又は長期療養を目的とした病院  

Ⅷ介護老人保健施設  
回介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  

【コその他  

田わからない  
園無回答  

81   



【（一般）問13補間1（医療従事者）間19補間1】（間13、19で「1自宅」をお選びの方へ）  

なぜ、自宅で最期まで療養させたいと思いますか。（○はいくつでも）  

住み慣れた場所で最期を迎えさせたいので  

1  

％
 
 

0
 
 

0
 
 

0％  20％  40％  60％   

最期まで自分の好きなように過ごさせたいので  

80％  100％  0％  20％  40％  

家族との時間を多くしたいので   

0％  20％  40％  60％  

82   

1  

rJ  



家族に看取られて最期を迎えさせたいので  

．．．＿＿」1   

100％  0ウも  20％  40％  60％  80％  

病院では本人の望むように最期を迎えられないので  

耶」  

100％と   0％  20％  40％  60％  80％  

他の家族や知人が自宅で最期を迎えていたので  

0％  20％  40％  60％  80％  

83  



その他  

一般  1．0  

医師   1．2  

20％  40％  60％  

L
㈹
 
 

％
 
⊥
 
6
0
 
 

80％  100％  

84   



ど仁般）肝＝3榔冒2（医痘従事者）f塁19補間2】（問13、19で「2一般病院 3介護療養  

判吏癖施設 4介護老人保健施設」をお選び〝）方へ）あなたはなぜ自宅以外の場所で最期圭で療養させ  

たいとノ【且／）たのですか「（○はいく／）でヰ〕）  

自宅では家族の介護などの負担が大きいから  

0％  20％  40％  60％  80％  

自宅ではかかりつけ医など最期を看取ってくれる人がいない  

」．．．■＿＿－．，、．⊥  

100ウも  09も  20％  40ワも  60％  80％  

訪問看護（介護）体制が整っていないから  

100％   0％  20ウも  40％  60％  80ワも  

85  



自宅で最期を迎えるのは、一般的でないため  

％
 
 
 
0
 
 

〇
 
 

0％  20％  40％  60％  80％  

I _ 

自宅で最期を迎えるのは、経済的に負担が大きいから  

j 介護  

0％  20％  40％  60％  80％  100ウも  

自宅では、最期に痛み等に苦しむかもしれないから  

＋  

ト 
29．0  

ト  

28．8r   

23．   

0％  20％   



自宅では、緊急時に家族が大変になるかもしれないから  

0％  2〔〉％  40％  60％  80％  100％  

自宅での療養について、家族として希望しないから  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

それまでかかっていた病院（施設）の医師、看護師、介護職員  
などのもとで最期までみてほしいから  

▲    －－        ■一   一－  

0％  20％  40ワも  60％  80％  100％  

87   



わからない  

＋
 
卜
1
r
l
」
 
 

無回答  

4．8  と 看護  

L  

60％  40％  0％  

88   



（10）がん痔痛治療法とその説明  

【（医療従事者）問11▲－1】  

あなたは世界保健機関（Wr10）が作成した fw‖0方式掛冬痛榊東は」をご存じですか。（○は1つ）  

ト  HlO  

如 き  H15  

H15  

柑吠  
と   

H20  

□あることを知っている  国内容をある程度知っているf  

目内容をよく知っている  m知らない  

田無回答  
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【（医療従事者）問11川一2】  

あなたは、モルヒネの使用にあたって、有効性と副作用について、患者（入所者）にわかりやすく具体  

的に説明することができますか。お考えに近いものをお選びください。（○は1つ）  

トE  

H15  

0
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 

H20  

暦
象
 
 H2 0  

0
 
 
 

20％  0％   

口説明できる  

mわからない   

囲多少は説明できる  日説明できない  

田その他二無回答  

90  



（11）終末期医療体制の充実  

【（医療従事者）間27】  

あなたは、終末期医療の普及に関し、どのようなことを充実していくべきだとお考えですか。あなたの  

お考えに近いものをお選びください。（○はいくつでも）  

終末期医療従事者数の確保  

】  

ユ  □H151≡ 一  

口H20㌔  

＿＿．▼▼■  ．＿＿．  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

医療従事者や介護施設職員に対する教育、研修の充実  

□H15‥  

口H20r  
r 看護  

．  

80％  100％  0％  20％  40％  60％  

研究活動の推進  

OH15555 

□H20   

．．ノ、、∧一“－一〉．′¶“∵ 」  

80％  100％  0％  20％  40％  60％  

91  



患者・入所者、家族への相談体制の充実  

□H15 
□H20；   

；看護  

0％  20％  40％  60％  

在宅終末期医療が行える体制づくリ  

L 医師   

護
 
 
 

看
 
 

20％  40％  60％  

緩和ケア病棟の設置と拡充  

い
い
一
叶
り
“
 
 
 

□
□
 
 
 

0％  20％  40％  60％  

92  

、  



一般病棟での終末期医療が行えるの体制づくり  

医師∈≡彗．7  
ロH15㌔  

□H20  

60％  80％  100％  0％  20％  40％  

一般市民に対する教育活動  

LロH15弓  

厄H20：  
看護  

． ，＿ ▼i   

60％  80％  100％  0％  20％  40％  

意思表示の事前文書などの法的整備  

□H15！  

□H20L≒   

60％  80％  100％  0％  20％  40％  

93  



終末期医療への経済的評価  

＿  ＿」  

100％   60％  80％  0％  20％  40％  

その他  

■
 
 
 
 
 
、
 
一
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 

5
 
0
 

扁
些
 
 

口
 
早
 
 
 

0％  20％  40％  60％  80％  

特になし  

1．0 1．1  

0．2  

0．4  

0．3  

0．7  

1
L
．
■
．
 

滝
2
0
州
 
H
 
H
 
l
J
 
U
 
 

て 看護  

て 介護  

0％  20％  40％  60％  80％  

94  



【（一般）問15 （医療従事者）問21】 あなたは、自分自身の延命医療を続けるべきか中止する  

べきかという問是引こついて、ご家族で話し合／つたことがありますか．。（○は1つ）  

E十分に言古し合っている  

凶話し合ったことがある  

日全く話し合ったことがない  

皿無回答  

95   



【し一般）問16、（医療従事者）問22】延命医療を続けるべきか中止するべきかという問題について、  

医師と患者の問で十分な話し合いが行われていると思われ圭すれ（○は1つ）  

％
 
 

0
 
 

0
 
 

ロ十分に行われていると思う  

圏行われているが不十分であると思う  

日行われているとは思わない  

Ⅲその時の状況による  

□その他  

96   



【（搬）問16】延命医療を続けるべきか中上するべきかという問題について、医師と患者の間で十  

分な話し合いが行われていると思われ真すか「（○は1つ）  

【（医療従事都問2＝う】あなたの施設では、終末期医療における治療方針について、医師や看護・介  

護職員等の職員間で十分な話し合いが行われていると思いますか0  

1  

監
幽
 
 

口十分に行われていると思う  

国行われているが不十分であると思う  

巳行われているとは思わない  

mその時の状況による  
「1その他  

□わからない  
田無回答  
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【（医療従事者）問25】あなたは終末期状態の定義や延命治療の不開始、中止等に関する一律な判断  

基準についてどう考えますか。  

．
4
 
 

％
 
 

0
 
 

0
 
 

】口詳細な基準を作るべきセ高る  

団一律な基準を作らなくても医療－ケアチームが十分に検討して方針を決定すL   
ればよい  

目わからない   

Ⅷその他  

口無回答  

▼【」  
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【（医療従事者）問25柿間】 （聞25でl詳細な基準を作るべきである」をお選びの方に）現時  

ノたで、そのような基準は作成可能だと思し、ますか  

□患者、医療従事者の両者が納得できる基準は作成可能である  

因現時点では難しいが、検討を進めていくべきである  

日可能とは思わない   

mわからない   

ロ無回答  

99   



【（医療従事者）問24】  

終末期医療において、治療方針について医師や看護・介護職員等の間に意見の相違がおこったことがあ  

りますか。（○は1つ）  

H15   

潮 lい1n  ＿． 【  
伝  

H2 0  

100％1  

白無回答   団ない  口ある  

し  一＿  

100  



【（医療従事者）問24補間】  

（「1ある」をお選びの方に）その場合、意見の調整を多くの場合どの上うにとざlってき圭したか1、（○は  

いくつでも）  

主治医の意見にもとづく  

□H15  

C1 H20 

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

担当看護・介護職員の意見に基づく  

□H15  

□H20  

0％  20サム  40％  60％  80％  100％  

主治医と担当看護・介護職員の意見にもとづく  

看護 巨∃・・芸  
□H151  

□H20   

1        1  

し 介護  

0％  20％  40％  60％  80％  100ワも  

101  



本人または家族との意見に基づく  

ロH15】  

叩   

隻
 
 

20％  40％  60％  80％  100％  

専門家からなる委員会の意見を参考にする  

40％  60％  80％  

その他  

医師  

弓 看護  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

102   



わからない  

〇
 
【
 
 
 

．
 
 
 
6
 
3
 
 
2
4
 
．
7
 
3
 
m
 
 

匝
ル
旧
｝
r
m
H
U
l
転
亡
 
 

5
 
0
 
 

1
 
2
 
 

H
 
H
 
 

ロ
 
ロ
 
 

103   



【（医療従事者）問26】  

あなたは、終末期医療において、どのようなことを今後重点的に行うべきだとお考えですか。あなたの  

お考えに近いものをお選びください。（○はいくつでも）  

痛みなどの緩和方法の徹底と普及  

0％  20％  40％  60％  80％  

患者・入所者・家族ヘカウンセラー等が関与  

1医師  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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治療方針等に関する患者・入所者等との十分な話し合い  

口H15  

84．4  □H20  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

患者・入所者の死後、遺族への援助サービス  

F看護  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

患者・入所者等の看護に関して看護師が関与  

□H15 ト  

ロH20‖   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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終末期医療におけるチーム医療充実  

口H15 
恒H20；   

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

その他  

弓 医師  

‡看護  

⊆ 介護  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

特になし  

F 介護  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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【卜般）問17、（医療従事者）間29】あなたは医療に対してどのようなことを望みますか0（○  
は1つ）  
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80％  60％  40％  20％  

＿．．＿．．＿            一－－－   －                 ＝   ＿  ■＿   

ロ自分の病気を治すことができるよう可能な限りの医療を受けたい  

田病気を持ちながらも自分の生活を優先させることができるよう生活を支えて   
くれる医療を受tナたい  

⊆】その他  

Ⅷわからない   

i 

‥、  
－－－  －■   ＝＝＝＝L】＿】＿．＿▼【ニ＝＝ご「＝＝＝＝＝＝ニご∵＝＝＝＝＝二＝ご ＝＝ここて     J     ＝一＝↑＝＝ニ＝†‾で＝＝  
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調査票と結果の対照表  

結果順  

結果   調査票の問番号   

ページ   一般国民   医療従事者   

4   

5   1補間   1補間   

6   2   2   

7   2補間   2補間   

8  6   

9  7   

10  8   

3   3   

12   4   4   

13   4補間1   4補間1   

14   4補間2   4補間2   

15   4補間3   9補間3   

19   6   5   

20   6補間1   5補間1   

21   6補間2   5補間2   

22   6   9   

23   6補間1   9補間1   

24   6補間2   9補間2   

25   8   12   

26   8補間1   12補間1   

27   8補間2   12補間2   

28   9   13   

29   9補間1   13補間1   

30   9補間2   13補間2   

31   9   14   

32  14補間1   

33  14補間2   

34   10   15   

35   10補間1   15 

36   10補間2   15補間2   

37   12   17   

38   12補間1   17補間1   

39   12補間2   17補間2   

40  18   

41  18補間1   

結果   調査票の問番号   

ページ   一般国民   医療従事者   

42  18補間2   

43   14の1   20の1   

44   14の1補間1  20の1補間1   

45   14の1補間2  20の1補間2   

46   14の1補間3  20の1補間3   

47   14の2   20の2   

48   14の3   20の3   

49   14の4   20の4   

50   14の5  

51   14の6   20の5   

52  28   

53  28補間   

57   5の1  

58   5の2   10の2   

59   5の2補間   10の2補間   

63   7の1   10の1   

64   7の2   10の2   

65   7の2補間   10の2補間   

69   16   

70   11補間1   16補間1   

73   11補間2   16補間2   

81   13   19   

82   13補間1   19補間1   

85   13補間2   19補間2   

89  11の1   

90  11の2   

91  2了   

95   15   21   

96   16   22   

97   16   23   

98  25   

99  25補間   

100  24   

101  24補間   

107   17   29   
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一般国民間い順  

調査票の問番号  結果   

一般国民   医療従事者   ページ   

12補間1   17補間1   38   

12補間2   17補間2   39   

13   19   81   

13補間1   19補間1   82   

13補間2   19補間2   85   

14の1   20の1   43   

14の1補間1  20の1補間1   44   

14の1補間2  20の1補間2   45   

14の1補間3  20の1補間3   46   

14の2   20の2   47   

14の3   20の3   48   

14の4   20の4   49   

14の5  50   

14の6   20の5   51   

15   21   95   

16   22   96   

16   23   97   

17   29   107  

6   8  

7   9  

8   10  

11の1   89  

11の2   90  

14補間1   32  

14補間2   33  

18   40  

18補間1   41  

18補間2   42  

24   100  

24補間   101  

25   98  

25補間   99  

27   91  

28   52  

28補間   53   

調査票の問番号  結果   

一般国民   医療従事者   ページ   

4   

1補間   1補間   5   

2   2   6   

2補間   2補間   7   

3   3   

4   4   12   

4補間1   4補間1   13   

4補間2   4補間2   14   

4補間3   9補間3   15   

5の1  57   

5の2   10の2   58   

5の2補間   10の2補間   59   

6   5   19   

6   9   22   

6補間1   5補間1   20   

6補間1   9補間1   23   

6補間2   5補間2   21   

6補間2   9補間2   24   

7の1   10の1   63   

7の2   10の2   64   

7の2補間   10の2補間   65   

8   12   25   

8補間1   12補間1   26   

8補間2   12補間2   27   

9   13   28   

9   14   31   

9補間1   13補間1   29   

9補間2   13補間2   30   

10   15   34   

10補間1   15補間1   35   

10補間2   15補間2   36   

16   69   

11補間1   16補間1   70   

11補間2   16補間2   73   

12 17   37  
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医療従事者問い順  

調査票の問番号  結果   

医療従事者   一般国民   ページ   

4   

1補間   1補間   5   

2   2   6   

2補間   2補間   7   

3   3   

4   4   12   

4補間1   4補間1   13   

4補間2   4補間2   14   

5   6   19   

5補間1   6補間1   20   

5補間2   6補間2   21   

6  8   

7  9   

8  10   

9   6   22   

9補間1   6補間1   23   

9補間2   6補間2   24   

9補間3   4補間3   15   

10の1   7の1   63   

10の2   5の2   58   

10の2   7の2   64   

10の2補間   5の2補間   59   

10の2補間   7の2補間  65   
11の1  89   

11の2  90   

12   8   25   

12補間1   8補間1   26   

12補間2   8補間2   27   

13   9   28   

13補間1   9補間1   29   

13補間2   9補間2   30   

14   9   31   

14補間1  32   

14補間2  33   

15   10   34   

調査票の問番号  結果   

医療従事者   一般国民   ページ   

15補間1   10補間1   35   

15補間2   10補間2   36   

16   69   

16補間1   11補間1   70   

16補間2   11補間2   73   

17   12   37   

17補間1   12補間1   38   

17補間2   12補間2   39   

18  40   

18補間1  41   

18補間2  42   

19   13   81   

19補間1   13補間1   82   

19補間2   13補間2   85   

20の1   14の1   43   

20の1補間1  14の1補間1   44   

20の1補間2  14の1補間2   45   

20の1補間3  14の1補間3   46   

20の2   14の2   47   

20の3   14の3   48   

20の4   14の4   49   

20の5   14の6   51   

21   15   95   

22   16   96   

23   16   97   

24  100   

24補間  101   

25  98   

25補間  99   

27  91   

28  52   

28補間  53   

29   17   107  

5の1   57  

14の5   50   
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